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【出所】 ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成
★：りそな景気先行指数関連指標

【出所】ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

日銀は18日･19日の決定会合で政策金利を0.5%から0.75%に引き上げることを決定しました｡短期金融市場で
は2027年末までに1.5%程度まで政策金利が引き上げられること(≒0.25%の利上げ3回分)を織り込んでいます
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先週は､年末の利益確定売りと米消費者物価
指数の落ち着きを好感した買い戻しが交錯し、
株式市場は高安マチマチの展開となりました。
週間では､NYダウは▲0.7%､ナスダック総合指
数は＋0.5%､独DAX指数は+0.4%､日経平均株
価は▲2.6%でした。10年国債利回りは米国が
前週末比▲4bpの4.15%､ドイツは同+4bpの
2.90%となり､日本は同+7bpの2.02%と26年
ぶりの高水準まで上昇しました。為替市場では､
日銀が慎重に利上げを進めるとの見方から157
円75銭まで円安･ドル高が進みました。
今週は､植田日銀総裁の講演が注目されます。

先週18日･19日の決定会合を受けドル円相場は
2円近く円安に振れていることから､タカ派的
（利上げに積極的）なコメントで為替市場を牽
制する可能性があり、注目されます。週末には
クリスマスを控え､各市場で値動きが大きくな
りやすい点には注意が必要です。

◆米・7-9月期GDP速報値 （23日）

★米・10月コア資本財受注 （23日）

◆米・12月消費者信頼感指数
（コンファレンスボード）

（23日）

◆日・10月景気先行指数 （24日）

◆日・植田日銀総裁講演（経団連） （25日）
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次回は 2026年1月19日発行予定です

（テーパリング示唆による金利急騰）

【出所】 ブルームバーグ等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】FRB、ブルームバーグ、Haver Analytics等の公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

日銀は声明文で､今後の金融政策について､“現在の実質金利がきわめて低い水準にあることを踏まえ､引き続き
政策金利を引き上げる”との文言を維持し､複数回の利上げを想定していることを示唆しました

米国7-9月期GDPが23日に発表されます｡前期比年率+3.2%と2四半期連続で高い伸びになることが予想さ
れています｡資産効果等による個人消費の堅調さとAI関連の設備投資の伸びが成長に寄与する見通しです


